


ご法事 は誕生日
ほう　　 じ

ご法事は何のため？

　この世に生まれたものは、いつか必ず命を終えていかな

ければなりません。もし、死が全ての終わりであるならば、

ただ虚しさだけが残るのではないでしょうか。

　苦しみの一つに、愛別離苦（愛する人との別離の苦しみ）

があります。この苦しみは、時に自分が死ぬことよりも

もっと辛いことかもしれません。私たちはそのような苦し

みから離れられない世界にいるのです。

　そのような苦しみから逃れられない存在を、必ず救うと

はたらいてくださるのが阿弥陀さまです。お念仏のみ教え

をよろこばれた亡き人は、阿弥陀さまのはたらきにより

お浄土に往生し、仏さまとなります。そして、お浄土でじっ

としておられるのではなく、手をかえ品をかえ、私たちに

仏縁を結んでくださっているのです。

　そのはたらきにより、私たちは｢すべてのものを救う｣と

いう阿弥陀さまのお慈悲を聞き、信心をいただくことで、

間違いなく往生する身にさだまります。そして、この世の

縁のつきる時、先立たれた方のおられるお浄土に往生し、

仏と成らせていただくのです。

　ご法事の場では、先立たれた懐かしい方をご縁として、

ご家族やご親戚、近隣の方々やご友人が集まられます。

　先立たれた方を偲ぶ中で、私たちも終わりある人生を生

きていることを知らされます。同時に、み教えを聞かせて

いただく中で、仏さまとなられた亡き方々も、阿弥陀さま

と同じようにして、私たちを救い取ろうとはたらいてい

らっしゃることに気づかされます。

　阿弥陀さまの限りないお徳を讃えるとともに、有縁の方

がたとみ教えを聞き、安心をいただくことが、年忌を始め

とするご法事の大切な意味なのです。
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